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三菱自動車のマテリアリティ

マテリアリティ（重要課題）の特定 特定されたマテリアリティ

　三菱自動車は、国連持続可能な開発目標（SDGs）の重
要性を認識し、2018年度に環境・社会・ガバナンス各分
野の様々な課題から当社が取り組むべき重要課題として15
のマテリアリティを特定しました。
　特定に際してはステークホルダーの関心度と自社への影
響度の観点から検討を重ね、有識者へのヒアリングを実施
しました。そのうえで、サステナビリティ委員会にて議論を
重ね、経営会議にて決定しました。

　当社は2018年度に環境・社会・ガバナンスの各分野において取り組むべき15のマテリアリティを特定しました。
　2020年度は、環境問題の深刻化や新型コロナウイルス感染拡大による社会情勢の変化への対応を踏まえ、マテリアリティ
の見直しを進めています。

SDGsおよびGRIスタンダード、当社サステナビリティ活
動に対する社外評価などを踏まえ、候補を抽出。
さらに当社の活動が影響を及ぼす範囲（バウンダリー）や
ビジネスリスクとの整合性を踏まえ、優先度を決めるため
の評価基準を設定。

社内の実務関係者を集めた意見交換会を複数回実施し、
自社事業へのインパクトの観点から取り組み優先順位を
確認。

社会課題に精通している有識者5人にヒアリングを実施
（社会へのインパクトの観点から、当社が取り組むべき重
要課題についてレビュー。）

社内外の意見を反映させたマテリアリティマトリックスを、
サステナビリティ委員会にて検証し、経営会議にて最終
承認。あわせてマテリアリティごとのKPIと担当責任者
を決定。

特定のプロセス

課題整理と評価基準の設定

社内における検討

社外有識者へのヒアリング

マテリアリティ確定とKPI決定
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環境汚染の防止（P40）

生物多様性の保全（P44）

労働安全衛生（P68）

社会貢献活動（P75）
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気候変動・エネルギー問題への対応（P25）

道路交通事故の削減に寄与する製品の提供（P48）

製品品質、セールス・サービス品質の向上（P51）

事業を通じた地域経済への貢献（P56）

働き方改革（P59）

コーポレートガバナンス・コンプライアンス（P81、P86）
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サプライチェーンにおける
サステナビリティ活動の展開（P37）

水資源の保全（P38）E
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特に重要度の高いマテリアリティにおけるリスクと機会

　三菱自動車は、マテリアリティの特定に際し、認識する社会的問題を「リスク」、リスクを踏まえて当社が取り組むべき課題を「機会」と整理しました。

マテリアリティ リスク 機会 SDGsへの貢献
気候変動・エネルギー問題への
対応

・地球温暖化対応への企業責任の増大
・消費者の環境製品購買への志向拡大
・人命・経済に甚大な影響を与える世界的な気象災害の増加

・CO2排出量を低減した商品のラインアップ強化による販売拡大
・ 再生可能エネルギーの積極的導入など、調達～生産～販売に 
亘るCO2排出量低減による環境貢献
・気象災害時の電力供給などに貢献できる電動車の販売拡大

道路交通事故の削減に寄与する
製品の提供

・高齢ドライバーによる道路交通事故の社会問題化
・新興国の自動車保有急増による死亡事故の増加

・予防安全技術の開発・普及による販売拡大
・衝突安全（ドライバー／同乗者・被害者）性能による競争力の強化

製品品質、セールス・サービス
品質の向上

・安全・安心な製品購買への消費者志向の拡大
・自動車ライフサイクルを通じての顧客ニーズの多様化

・高品質な製品の提供による顧客満足度の向上
・不具合発生時の迅速な対応による信頼の獲得
・販売店スタッフの顧客対応力強化によるロイヤリティの向上

事業を通じた地球経済への貢献 ・先進国企業の新興国への進出による企業間競争の拡大 ・アセアン地域における事業強化による地域社会の繁栄
・ アセアン地域のステークホルダーからの信頼向上への取り組みに
よる事業機会の拡大

働き方改革 ・過重労働による心身の病の社会問題化
・ 少子高齢化による労働人口の減少と困難になる優秀な人材の確保

・労働環境の革新による労働生産性の向上と総労働時間の短縮
・育児、介護、通院などを理由とする離職率の減少
・多様な働き方の提供による優秀な人材の確保

コーポレート・ガバナンス、コン
プライアンス

・企業の不正行為の社会問題化
・サイバー攻撃などの情報漏洩事故の増大、深刻化

・強固なガバナンス体制の確立による健全かつ透明性の確保
・コンプライアンス体制・社員教育強化による社会からの信頼の獲得
・リスクマネジメント強化による事業安全性の確保

◀ ▶ 　目次へ  ▶▶

サステナビリティマネジメント


	01目次
	02
	03
	05トップコミットメント
	07サステナビリティマネジメント
	08
	09
	10
	11
	13
	15
	16
	18
	20環境
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	28
	29
	30
	31
	32
	34
	35
	36
	37
	38
	39
	40
	42
	43
	44
	45
	46
	47社会
	48
	50
	51
	52
	53
	54
	55
	56
	57
	58
	59
	60
	61
	62
	63
	64
	65
	66
	67
	68
	69
	70
	71
	72
	73
	74
	75
	76
	77
	78
	79
	80ガバナンス
	81
	83
	84
	85
	86
	87
	88
	89
	90
	91
	92
	93ESGデータ集
	94
	95
	96
	97
	98
	100
	103
	104
	105
	106
	107
	117
	120

	ボタン2: 
	Page 93: 

	ボタン29: 
	Page 93: 

	ボタン28: 
	Page 93: 

	ボタン10: 
	Page 93: 

	ボタン11: 
	Page 93: 

	ボタン15: 
	Page 93: 

	ボタン12: 
	Page 93: 

	ボタン13: 
	Page 93: 

	ボタン14: 
	Page 93: 

	ボタン255: 
	ボタン256: 
	ボタン257: 
	ボタン258: 
	ボタン259: 
	ボタン260: 
	ボタン261: 
	ボタン262: 
	ボタン263: 
	ボタン264: 
	ボタン265: 
	ボタン266: 
	ボタン268: 
	ボタン269: 
	ボタン270: 
	ボタン267: 


